
 

 

 

 

１．運転または建設中の発電所（設備容量 運転中：13 基 計 1128.5 万 kW、建設中：1基 計 28.0 万 kW） 

利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh）   項 目 

発電所名 

現状 

平成 23 年度 運開後累計 平成 23 年度 運開後累計 

１号機 
定期検査中 

(H23. 1.26～H24. 3 下旬)

０．０

 
０．０

６５．８

６８．３

０．０ ８４７．３日本原子力発電㈱ 

 

敦 賀 発 電 所 
２号機 停止中 

６２．７

  
６０．２

７７．９

７７．９

１０．６ １,９２２．９

日本原子力研究開発機構 

 

高速増殖原型炉もんじゅ 

性能試験中 

(40％出力プラント

確認試験準備中) 

――――― 

（H22. 5. 6 10：36 原子炉起動、H22. 5. 8 10:36 臨界) 

１号機 
定期検査中 

(H22.11.24～未定) 

０．０

０．０

５２．８

５５．１

０．０ ６３８．０

２号機 運転中 

１０１．２

１００．０

６１．８

６３．３

７．４ １,０５２．８

関 西 電 力 ㈱ 

 

美 浜 発 電 所 

３号機 
定期検査中 

(H23.5.14～未定） 

７４．５

７１．２

７１．３

７１．９

９．０ １,７８０．２

１号機 
定期検査中 

（調整運転中） 
(H22.12.10～未定) 

１００．７

  １００．０

６６．５

６７．５

１７．３ ２,２０４．３

２号機 運転中 
１０２．６

１００．０

７２．５

７３．１

１７．６ ２,３５１．０

３号機 
定期検査中 

(H23.3.18～未定) 

０．０

０．０

８０．８

８０．８

０．０ １,６２６．０

関 西 電 力 ㈱ 

 

大 飯 発 電 所 

４号機 運転中 
１０１．６

１００．０

８５．７

８５．３

１７．５ １,６２３．９

１号機 
定期検査中 

(H23.1.10～未定) 

０．０

０．０

６９．５

７０．０

０．０ １,８３８．６

２号機 運転中 
１０５．５

１００．０

６９．３

６９．９

１２．７ １,７８２．４

３号機 運転中 
１０７．０

１００．０

８３．０

 
８２．３

１３．６ １,６６８．１

関 西 電 力 ㈱ 

 

高 浜 発 電 所 

４号機 運転中 

１０６．０

１００．０

８４．７

８４．２

１３．５ １,６７９．６

 合 計 
７２．３

６４．０

７２．９

７１．３

１１９．４ ２１，０１５．８

 (注) 利用率・稼働率・電力量は平成 23 年５月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て。 

 

 

原子力発電所の運転および建設状況 
原子力安全対策課

平成 23 年６月３日現在

（上段）設備利用率＝ 

発電電力量 

――――――――― 

認可出力×暦時間 

×100（％）

（下段）時間稼働率＝ 

発電時間 

――――――――― 

暦時間 

×100（％）
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２．各発電所の特記事項（平成 23 年５月２日～６月３日） 

（１）運転中のプラント 

 

＊：福島第一原子力発電所事故に対する安全対策の実施状況を踏まえ、計画していく。

発電所名 特記事項 

敦賀１号機 

 

第 33 回定期検査中 （H23. 1.26 ～ H24.３月下旬予定） 
・発電停止       （H23. 1.26  0:00） 
 ・原子炉停止     （H23. 1.26  5:22） 

敦賀２号機  ・発電停止    (H23. 5. 7 17:00) 
 ・原子炉停止   (H23. 5. 7 20:00) 一次冷却材中の放射能濃度上昇のため停止

 

○ 一次冷却材中の放射能濃度の上昇に伴う原子炉手動停止 

・ 運転中の５月２日、定例の一次冷却材中のヨウ素濃度及び希ガス濃度の

測定の結果、前回の測定値を上回る値が確認されたため、燃料漏えいの

疑いがあると判断し、一次冷却材中の放射能濃度の測定頻度をあげて監

視を強化した。 

・ その後、漏えい燃料の特定調査をするため、５月７日に原子炉を停止し

た。この事象による環境への放射能の影響はない。 
 (平成 23 年５月２日、６日 発表済)

美浜１号機 第 25 回定期検査中 （H22.11.24 ～ 未定＊）当初４月下旬定期検査終了予定 
・発電停止       （H22.11.24 10:30） 
・原子炉停止     （H22.11.24 12:25） 

美浜３号機 第 25 回定期検査中 (H23. 5.14 ～ 未定＊) 
・発電停止    (H23. 5.14 11:00) 
・原子炉停止      (H23. 5.14 12:59) 

大飯１号機 第 24 回定期検査中 （H22.12.10 ～ 未定＊）当初４月上旬定期検査終了予定 
・発電停止       （H22.12.10 10:00） 
 ・原子炉停止     （H22.12.10 11:25） 
・原子炉起動     （H23. 3.10 19:00）、臨界（H23. 3.11  0:40） 
・調整運転開始   （H23. 3.13 11:00） 

大飯３号機 第 15 回定期検査中 （H23. 3.18 ～ 未定＊） 
 ・発電停止       （H23. 3.18 10:00） 
 ・原子炉停止     （H23. 3.18 11:58） 

高浜１号機 第 27 回定期検査中 （H23. 1.10 ～ 未定＊）当初４月中旬定期検査終了予定 
 ・発電停止       （H23. 1.10 10:03） 
 ・原子炉停止     （H23. 1.10 12:20） 



（２）建設中のプラント 

 

（３）廃止措置中のプラント  

発電所名 特記事項 

原子炉廃止

措置研究開

発センター 

（ふげん） 

廃止措置中（H20. 2.12 ～） 

・カランドリアタンクおよび重水冷却系のトリチウム除去作業実施中 

（H21. 9. 2 ～） 

・重水浄化系等の残留重水回収作業終了（H22.11.24 ～ H23. 5.20） 

・ポイズン供給系等のトリチウム除去作業実施中（H23. 2.21 ～ ） 

・劣化重水貯槽等の残留重水回収作業実施中（H23. 5.10 ～ ） 
 

 

３．燃料輸送実績（平成 23 年５月２日～６月３日） 

＜新燃料輸送＞  

 

＜使用済燃料輸送＞ 

  なし 
 

４．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 23 年５月２日～６月３日） 
 

なし

発電所名 特記事項 

もんじゅ 燃料交換作業（H22. 8. 11 ～ ） 

平成 22・23 年度設備点検（H22.10. 1 ～ H23 年度下期 予定※） 
※  平成 23 年５月に設備点検終了予定であったが、炉内中継装置の落下トラブルについて、

復旧方策を確定したことに伴い、終了予定を平成 23 年度下期に変更した。 

水・蒸気系設備機能確認試験（H23. 2.15 ～ ） 

  ・５月 31 日現在、全 10 項目中１項目を終了、３項目を実施中 

屋外排気ダクト取替工事（H23. 2.21 ～ ） 

・５月 31 日現在、取替工事中 

炉内中継装置引抜き・復旧工事（H23. 2.21 ～ ） 

・ ５月 31 日現在、引抜き工事中 

 

○ Ｃ－非常用ディーゼル発電機シリンダライナーの損傷 

・ 平成 22 年 12 月 28 日、分解点検を実施した非常用ディーゼル発電機Ｃ

号機を起動し、負荷試験を実施したところ、異音およびディーゼル機関

のシリンダ部からの排ガスの漏れを確認するとともに、シリンダライナ

ーにひび割れが確認されたことから、同ディーゼル発電機を停止した。

・ 調査の結果、原因は、シリンダライナーを取り外す際に、油圧計を取り

付けずに作業を行うなど適切な油圧管理を行わずに作業を実施したこ

とにより、過大な圧力がシリンダヘッドに付加され、シリンダライナー

のつば部に応力が集中し、ひび割れが発生したものと推定された。 

・ 対策としてシリンダライナーを取り替えるとともに、作業要領書に油圧

計の取り付け、作業手順等を明記し、シリンダライナー取り外しの際の

油圧管理を徹底することとした。（添付資料－１） 

 発電所名 概   要 

大飯４号機 新燃料集合体 30 体を原子燃料工業（株）より受け入れ（５月 10 日）

敦賀１号機 
新燃料集合体 64 体を(株)グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャ

パンより受け入れ（５月 17 日） 

高浜２号機 新燃料集合体 28 体を(株)米国アレバＮＰより受け入れ（５月 26 日）

３



 

平成２２年度安全協定に基づく軽微な異常事象 
 

高速増殖原型炉もんじゅ C-非常用ディーゼル発電機シリンダライナーの損傷 
 
 

・発生日：平成 22 年 12 月 28 日 

・放射能による周辺環境への影響：なし 

・国の取扱い：法令対象 

・安全協定上の取扱い：異常事象（第７条第５号「発電所の故障が発生したとき」） 

 

【概要】 
 

 

１．発生状況 

  停止中の高速増殖原型炉もんじゅにおいて、平成 22 年 12 月 28 日、分解点検

を実施した非常用ディーゼル発電機＊１Ｃ号機を起動し、発電能力を確認する負

荷試験を実施していたところ、異音とディーゼル機関のシリンダ部からの排ガス

の漏れを確認するとともに、シリンダを構成する部品の１つであるシリンダライ

ナー＊２にひび割れが確認されたことから、同ディーゼル発電機を停止した。 

その後、目視可能な範囲で点検した結果、シリンダライナーにひび割れが

７箇所（最大長さ約 45mm）あることが確認された。 

 
＊１：非常用ディーゼル発電機の保安規定の運転上の制限 
    低温停止中は、非常用ディーゼル発電機が２台動作可能であることが求められている。

今回、ＡおよびＢディーゼル発電機は健全であり、この要求事項を満足している。 
＊２：シリンダライナー 
    ディーゼル機関のシリンダ内部に組み込まれている筒状の部品であり、ピストン、ピス

トンリングとの摺動面を形成している。 

[平成 23 年１月７日 月例プレスにて公表済] 

 

２．調査結果 

（１）作業実績 

今回の設備点検では、No.２と No.８の２台のシリンダライナーの点検を実施した。 

作業の状況を聞き取り調査した結果、No.８シリンダのシリンダヘッドを取り外

すため、油圧ジャッキを用いて固定ナットを緩める際、ナットが緩んだ時点で油圧

を止めようとしていたが、作業者間で油圧停止の明確な合図がなかったため油圧を

添付資料－１ 

停止中の高速増殖原型炉もんじゅにおいて、平成 22 年 12 月 28 日、分解点検を
実施した非常用ディーゼル発電機Ｃ号機を起動し、発電能力を確認する負荷試験
を実施していたところ、異音とディーゼル機関のシリンダ部からの排ガスの漏れを
確認するとともに、シリンダを構成する部品の１つであるシリンダライナーにひび
割れが確認されたことから、同ディーゼル発電機を停止した。 

調査の結果、原因は、シリンダライナー取り外し時に、油圧計を取り付けずに作
業を行うなど適切な油圧管理が行われなかったことにより、シリンダヘッドに過大
な圧力がかかり、シリンダライナーのつば部に応力が集中し、ひび割れが発生した
ものと推定された。 

対策として、シリンダライナーを取り替えるとともに、油圧計の取り付け等の作
業手順を点検作業要領書に明記し、シリンダライナー取り外し時の油圧管理を徹底
することとした。 

この事象による周辺環境への放射能の影響はない。 

４



 

かけ続けていたことが確認された。このため、シリンダヘッドに過大な力がかかり、

その下にあるシリンダライナーつば部に過大な応力が集中したものと推定された。 

前回までの作業実績を調査した結果、油圧計を取り付けて油圧を監視しながら固

定ナットを緩めていたが、今回は、取り付け方法が周知されておらず、油圧計は取

り付けられなかった。 

点検作業要領書には、シリンダヘッドを取り外す際に、油圧計を取り付けて作業

を行う等の具体的な手順は明記されていなかった。 

 

（２）シリンダライナーの調査 

 シリンダライナー全 12 台の外観点検の結果、No.８シリンダライナーつば部に全

周にわたる貫通割れと側面に縦方向のひび割れが 13 箇所（うち６箇所は貫通割れ）

認められた。破面観察の結果、過大な応力がかかった際に現れる組織模様が確認さ

れた。 

材料の機械的強度を測定した結果、No.８シリンダライナーを含め、５台のシリ

ンダライナーが規定値（245N/mm2以上）に対し低い値（140～240N/mm2）であること

が確認された。 

これら異常が認められたシリンダライナーの材料組織観察の結果、異常な黒鉛組

織が確認された。文献調査の結果、極微量の鉛が混入した場合、異常な黒鉛組織が

生じ、材料の機械的強度が低下することが確認された。 

シリンダライナーの製造履歴を調査したところ、1987 年２月～1989 年５月の期

間＊３に製造されたシリンダライナーに鉛の混入の可能性があることが判明した。 
＊３：もんじゅのシリンダライナーは、1988 年３月～1988 年８月に製造された。 

 

（３）シリンダライナーのひび割れ発生の要因 

シリンダライナーの機械的強度が最も低い No.８シリンダライナー（140N/mm2）

を模擬して応力解析を行った結果、固定ナットが緩んだ時点で油圧をとめた場合、

ひび割れは発生しないと評価された。 

 

３．推定原因 

点検作業要領書には、シリンダヘッドを取り外す際に、油圧計を取り付けて作業

を行う等の具体的な手順は明記されておらず、シリンダライナーを取り外す際に、

油圧計を取り付けずに作業を行うなど適切な油圧管理を行わずに作業を実施した

ことにより、過大な圧力がシリンダヘッドにかかり、シリンダライナーのつば部に

応力が集中し、ひび割れが発生したものと推定された。 

 

４．対策 

非常用ディーゼル発電機 C 号機のシリンダライナーをすべて新品に取り替え、同

発電機を復旧する。 

シリンダライナーを取り外す際には、油圧計を確実に取り付けるとともに油圧を

管理しながらボルトを緩める等の手順を点検作業要領書に明記し、油圧をチェック

シートに記録する。 

ＡおよびＢ－非常用ディーゼル発電機のシリンダライナーについては、今後、材

料の機械的強度を測定し、強度が低いものについては新品に取替える。 

  

５



添付図

「もんじゅ」非常用ディーゼル発電機C号機シリンダライナーひび割れについて

ディーゼル機関を上から見た平面図。
数字は、シリンダ№を表す。

発
電
機①②③④⑤⑥

⑦⑧⑨⑩⑪⑫

ひび割れが確認されたNo.8シリンダ部

【非常用ディーゼル発電機C号機の仕様】
・出力：4250ｋW(12気筒）
・全長：約11ｍ ・全高：約3ｍ ・全幅：約3ｍ

1．発生箇所の概要

2．調査結果
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（本体から外れ6片に分割）

：分割割れ箇所を示す

ｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅｰ
つば部

シリンダライナーのひび割れ状況
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ナ
ー
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体

シリンダライナー概略形状

（1）シリンダライナーのひび割れ状況

（2）シリンダライナーの組織観察結果

製造されたシリンダライナー

観察結果

№２シリンダライナーの
組織観察結果

（製造時に鉛の混入がない正常
な組織形態）

№８シリンダライナーの
組織観察結果

（製造時に鉛が混入した
異常な組織形態）

・シリンダライナーつば部外周面外観

つば下Ｒ部

つば部
縦方向のひび割れ

つば下Ｒ部

つば部
周方向割れ

・周方向ひびの破面外観

シリンダライナーつば部が
シリンダ本体から外れる
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つば部 拡大図

下端部 拡大図

異常な黒
鉛組織

25mm

30mm

６



（4）シリンダライナーの製造履歴

シリンダ部断面概要図

シリンダヘッド

冷却水

冷却水

排気

ピストン

締付ナット

吸気

テンションボルト

シリンダライナー

油圧ポンプ操作者

作業班長
(ナットの緩み確認者)

シリンダヘッド

シリンダ部断面概要図（拡大図）

シリンダライナー

ボルトに加わる
力の方向

ボルト

ジャッキボルト

油圧ポンプ

油圧計

油圧ジャッキ本体

④過大な力が
かかった

シリンダヘッドに加わる
力の方向

（3）No.８シリンダヘッド取り外し作業時のシリンダライナへの影響

ひび割れ箇所

②油圧停止の明確な合図がなかった

①油圧計を取り付けなかった

③油圧をかけ続けた

⑤過大な応力が集中
⇒ ひび割れが発生

溶融炉
：鉛が混入していた鋼屑

：鉛が混入していない鋼屑

シリンダライナー鋳込み

取鍋鋳込み

遠心鋳造機

リサイクル材（鋼屑）
20％

銑鉄
5％

リターン材
75％

溶 融 鋳 造

収集ピット

マグネット

原材料

リサイクル材納入会社の1社が、鉛成分を含んだ鋼を取り扱っており、その

一部がリサイクル材に含まれていた。
（混入期間）1987年2月～1989年5月
（もんじゅシリンダライナー製造期間）1988年3月～1988年8月

（ :鉛成分）

７



（参考） 
 
１．記者発表実績（平成 23 年５月２日～６月３日） 

年月日 番号 発  表  件  名 

H23. 5. 2 6 敦賀発電所２号機 １次冷却材中の放射能濃度の上昇について 

H23. 5. 6 7 
敦賀発電所２号機の原子炉停止について 
(１次冷却材中の放射能濃度の上昇) 

H23. 5.10 8 大飯発電所４号機の新燃料輸送について 

H23. 5.10 9 
平成 22 年度 福井県内原子力発電所の運転実績について 
(全国原子力発電所発電電力量における福井県内分の割合) 

H23. 5.13 10 美浜発電所３号機の第 25 回定期検査開始について 

H23. 5.17 11 敦賀発電所１号機の新燃料輸送について 

H23. 5.26 12 高浜発電所３号機の新燃料輸送について 
 
 
２．主な出来事（平成 23 年５月２日～６月３日） 

 
年月日 概      要 

H23. 5. 4 

・知事は、緊急安全対策の実施状況等に係る現場確認のため美浜発電所を訪

れた海江田経済産業大臣と面談し、福島第一発電所の原子力災害に係るこ

れまでの要請について、国として対応するよう再度要請した。 

H23. 5.23 

・第６回もんじゅ総合対策会議 

 炉内中継装置の引抜きに係る文部科学省の対応について 

 炉内中継装置の引抜きに係る取組状況について  

８
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